
１
．
人
権
と
は 

私
た
ち
は
、
誰
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

人
間
ら
し
く
幸
福
に
生
き
る
権
利
、
人
権
を

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
ま
す
。 

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
便
利
な
道
具
で
あ
る
反
面
、
使

い
方
を
間
違
え
た
り
、
悪
意
を
も
っ
て
使
う

と
“
凶
器
”
に
も
な
り
ま
す
。
例
え
ば
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
、
ネ
ッ
ト
上
に
差
別

的
な
書
き
込
み
な
ど
、
他
人
の
人
権
を
侵
害

し
た
り
、
差
別
を
助
長
す
る
事
件
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
も
、
画
面
の

向
こ
う
に
、
自
分
と
同
様
に
人
権
の
あ
る
他

者
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

           

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
の
特
徴 

                

３
．
今
、
子
ど
も
た
ち
に
起
き
て
い
る

ネ
ッ
ト
い
じ
め 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る
、
子
ど
も

た
ち
の
間
で
の
“
ネ
ッ
ト
い
じ
め
”
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
、
陰

湿
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
心
を

深
く
傷
つ
け
、
時
に
は
命
に
関
わ
る
な
ど
の

深
刻
な
事
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

常
に
子
ど
も
た
ち
が
、
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
大
人
は
状
況
を
把

握
す
る
努
力
を
し
、
人
権
の
視
点
か
ら
注

意
・
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

※
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
例 

                

４
．
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能 

子
ど
も
た
ち
を
有
害
情
報
か
ら
守
る
た

め
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
閲
覧
制
限
）
機
能

が
あ
り
、
有
害
と
思
わ
れ
る
サ
イ
ト
の
閲
覧

だ
け
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

５
．
法
整
備 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
、
人
権
侵
害
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
が
作
ら
れ
、

防
止
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

○
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
な
り
す
ま

し
（
他
人
の
ID
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
不
正
に

利
用
す
る
）
行
為
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
備
等
）
を
攻
撃
し
て
侵

入
す
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人
権
や
著
作
権
の

侵
害
等
が
あ
っ
た
と
き
に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
事

業
者
や
掲
示
板
管
理
者
な
ど
の
責
任
の
範

囲
を
明
確
に
し
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
被
害
者
救

済
の
た
め
の
対
応
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。 

○
出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法 

 

出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
児
童
買

春
な
ど
の
犯
罪
か
ら
児
童
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
法
律
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
者
に

対
し
て
、
利
用
者
へ
の
児
童
（
18
歳
未
満
）

が
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
伝
達
、
利
用

者
が
児
童
で
な
い
こ
と
の
確
認
を
義
務
付

け
る
も
の
で
す
。
こ
の
法
律
は
大
人
も
児
童

も
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
個
人
情
報
保
護
法 

個
人
情
報
に
関
し
て
本
人
の
権
利
や
利

益
を
保
護
す
る
た
め
、
国
や
自
治
体
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

業
者
な
ど
に
利
用
目
的
の
特
定
や
本
人
の

通
知
等
一
定
の
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。 

○
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法 

18
歳
未
満
の
青
少
年
を
対
象
と
し
て
、 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
使
う
能
力

の
取
得 

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
利
用
の
普
及

と
い
う
対
策
を
か
か
げ
、
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
目

加害の 

容易性 

誰でも簡単に書き込みができる。また、デジタルデ

ータであるため、複製・画像等の合成も簡単にでき

る。 

匿名性 

匿名での書き込みが可能なため、悪質な内容になり

やすい。被害者がすぐに加害者を特定するのが困難

であり、被害者の精神的な不安や負担が大きい。 

被害の 

急速・ 

拡大化 

いったん掲載されると世界中から閲覧可能に。内容

が別サイトにコピー、転載され、短期間に大量のデ

ータが世界中に広がることも。 

被害の 

回復・ 

困難性 

情報の発信者・サイト管理者が特定できない場合が

多く削除要請が困難。 

 
○SNS やブログ（ウェブログ）・プロフ（プロフィール

サイト）などへの誹謗・中傷の書き込み 

例）「○○さんの顔がキモイ！」「○○君は性格がウザ

イ！」 

○掲示板・ブログ・プロフなどに、個人情報を無断掲載  

例）本人に断りなく「○○△子ちゃん：○○年○月生

まれ、A 型、身長××㎝・体重△△kg。お友達に

なりたい人は 090-****-****までお電話くださ

い。」と掲載。 

○なりすましメール 

  メール発信者が第三者になりすましてメールを送

り、嫌がらせをする。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害 

こんなことは人権侵害です！ 

○差別表現 

○誹謗中傷の書き込み 

○プライバシーの暴露 

○児童ポルノの掲載 

○リベンジポルノ 

○個人情報の流出 

○著作権の侵害 

○ネットいじめ 

○嫌がらせメール 



的
と
し
て
い
ま
す
。 

関
連
す
る
会
社
へ
の
義
務
付
け 

→
携
帯
電
話
会
社
へ 

18
歳
未
満
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
義
務
付
け 

→
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
へ 

出
荷
段
階
で
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
の
組
み
込
み
を
義
務
付
け 

６
．
利
用
者
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
大
切 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
公
共
の
場

で
す
。
常
に
、
画
面
の
向
こ
う
に
は
人
が

い
る
こ
と
を
意
識
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
ず
知
ら
ず
の
誰
も

が
閲
覧
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
間
違

っ
た
情
報
や
違
法
な
情
報
、
他
人
を
傷
つ

け
る
内
容
を
掲
載
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
は
全
て

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
匿
名
で
あ
っ
て
も
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
や
警
察
は
、
記
録
か
ら
追
跡

し
て
加
害
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正
し
く
使
う
こ

と
が
重
要
で
す
。 

○
他
人
の
個
人
情
報
、
文
章
や
写
真
な
ど
の

著
作
物
を
無
断
で
掲
載
す
る
こ
と
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
著
作
権
の
侵
害
で
す
。
掲

載
に
は
、
本
人
の
許
可
が
必
要
で
す
。 

○
掲
示
板
等
で
の
書
き
込
み
や
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
（
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
）
で
は
、
お
互
い
を
尊
重
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 
 

「
ネ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

マ
ナ
ー
の
こ
と
。 

・
他
人
の
悪
口
を
電
子
掲
示
板
な
ど
に
書

か
な
い
。 

・
相
手
に
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
な
く
大

き
な
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
た

メ
ー
ル
を
送
ら
な
い
。 

 
 

 

な
ど 

「[

情
報
モ
ラ
ル]

指
導
実
践
キ
ッ
ク
オ
フ
ガ
イ
ド
」

（
社
団
法
人
日
本
教
育
工
学
振
興
会
刊
行
）
よ
り 

７
．
職
場
や
家
庭
・
学
校
で 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
被
害
に
あ
わ
な
い
、

加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
…
。 

                 

※
常
に
人
権
意
識
を
持
ち
、
画
面
の
向
こ
う

に
あ
る
、
見
え
な
い
他
者
の
人
権
に
つ
い

て
も
想
像
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

８
．
も
し
も
人
権
侵
害
に
あ
っ
た
ら 

情
報
の
削
除
、
撤
回
の
要
請
を
し
よ
う
！ 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
上
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
や
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み

等
の
人
権
侵
害
を
受
け
た
場
合
は
、
情
報
の

発
信
者
や
サ
イ
ト
管
理
者
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等

に
、
記
事
を
削
除
す
る
よ
う
要
請
で
き
ま
す
。 

      

○
削
除
に
応
じ
な
い
場
合
は
… 

 

サ
イ
ト
管
理
者
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
が
削

除
要
請
に
応
じ
て
く
れ
な
い
場
合
や
、
自
分

で
削
除
要
請
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
！ 

・
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
J
I
N
K
E
N
/
j
i
n

k
e
n
1
1
3
.
h
t
m
l
 

・
福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局 

℡
０
９
４
２
～
３
９
～
２
１
２
１ 

○
ネ
ッ
ト
上
で
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
ら
… 

 

「
警
視
庁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
・
安
心

相
談
」
サ
イ
ト
で
、
対
応
策
を
調
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。 

h
t
t
p

：/
/
w
w
w
.
n
p
a
.
g
o
.
j
p
/
c
y
b
e
r
s
a
f
e
t
y
/
 

※
た
だ
し
、
殺
人
・
爆
破
・
自
殺
予
告
な
ど

緊
急
に
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
警
察
に

１
１
０
番
通
報
を
！ 

９
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に 

○
簡
単
に
相
手
を
信
用
し
な
い
。 

○
性
的
な
画
像
や
動
画
の
場
合
、
信
頼
で
き

る
友
人
や
恋
人
で
も
送
信
し
な
い
。 

○
誘
わ
れ
て
も
絶
対
に
会
わ
な
い
。 

○
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
大
人
や
専

門
の
相
談
機
関
に
相
談
す
る
。 

10
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
動
画
や
写
真

を
投
稿
す
る
と
き
の
注
意
点 

○
写
真
等
を
投
稿
す
る
時
は
、
必
ず
相
手
に

確
認
す
る
。 

○
い
ろ
い
ろ
な
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
て
投
稿
す
る
。 

○
他
人
が
作
っ
た
映
像
や
著
作
物
を
無
断

で
公
開
し
な
い
。 

  

証
拠
を
準
備
し
よ
う
！ 

・
該
当
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
所 

（
ア
ド
レ
ス
） 

・
記
事
の
内
容
を
印
刷
す
る 

職
場
で 

・職場では、パソコンや記録媒体の持ち出しや廃棄・再

利用などのルールがありますか？ 

・外部からの悪意のあるソフトウェアやウィルスから、

大切な情報を守るための対策が立てられていますか？ 

家
庭
や
学
校
で 

・パソコンやスマホ、SNS の使い方・時間を守るなど、

情報モラルやルールについて、日ごろから、家庭や学

校で保護者や先生が子どもたちと話し合い、きちんと

教えていくことが大切です。 

・子どもがどのようにインターネットや携帯電話を使っ

ているか、大人は常にその状況を把握し、時には注意

指導する必要もあります。それが子どもを危険から守

ることになります。 

 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
正
し
く
認
識
す
る
。 

○
親
や
先
生
に
相
談
す
る
。 

 

そ
れ
が
し
に
く
い
場
合
は
専
門
機
関

に
相
談
す
る
。 

○
自
分
の
人
権
を
大
切
に
す
る
。 

そ
う
す
る
と
相
手
の
人
権
も
み
え
て

き
て
尊
重
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

ま
と
め 


